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　あまりにも激しい揺れに、施設内に居合わせた者
すべてが驚

きょうがく

愕した。
　2011年3月11日午後2時46分頃、三陸沖を震源と
するマグニチュード（M）9.0の巨大地震が発生した。
地震エネルギーは1995年1月の阪神淡路大震災

（M7.3）の約1000倍という世界でも希な巨大地震と
なった。宮城県北部で震度7、福島県内では震度6
強を観測し、各所に被害をもたらした。福島県立医
科大学（以下福島医大と略）のある福島市内では震
度5強であった（図1；気象庁HP、図2）。
　筆者（施設長）は、事務室から施設内一斉放送で
入室者およびスタッフ全員に安全な場所への避難を
呼びかけた。続けて、学内の一斉非常放送でも同様
の放送があった。人的被害がないことを確認後、事
務室のテレビを視聴しながら、災害マニュアルに
沿って対応した（表1）。

　福島医大は、
ＪＲ福島駅から
南へ約10㎞、国
道4号線のそば
にある。動物施
設は鉄筋コンク
リート構造4階
建（延面積2,601
㎡）で1988年3
月に竣工した。
1～3階（各階
約648㎡）を飼育室や実験室として供用している。
4階部分は機械室で、換気装置のフィルターユニッ
トや蒸気ヘッダー等が設置してある。これらの動物
施設の南側に連結するかたちで、約700㎡の建屋（鉄
筋コンクリート構造4階建）の増築工事が行われ、
3月16日に完成予定であった。この増築部分も被害
を受けたため補修工事を余儀なくされ、大学への引
き渡しが6月30日と大幅に延期された（写真1）。

スタッフの連携で乗り越えた地震・放射能汚染の二重被害

停止・避難・点検
災害マニュアルどおりに対応

体験者が伝える実験動物施設の震災対策（アドスリー）「第3章 福島県立医科大学のばあい」掲載

� 福島県立医科大学医学部附属実験動物研究施設長　片平　清昭

　本震の直後には多少の混乱もあったが、施設職員
たちが落ち着いた頃合いを見計らい、全員が分担し
て、直ちに施設内の被害状況の確認にあたった。
　直下型でなかったことが幸いしたのか、建物の倒
壊など大きな被害は受けなかった。しかし、1階か
ら4階まで各階とも「漏れ」「ズレ」「崩れ」「倒れ」
といった被害が確認された。
漏れ：3階SPFへの前室およびパスルーム部分、準

備処置室、バイオハザード前室付近の天井か
らの漏水があった。その後の確認で、漏水の
原因が4階機械室における機器への配管継手
部分の破損によるものであり、応急処置で対
処できた。ほかにも蒸気配管連結部からの部
分的蒸気漏れがあった。

ズレ：飼育架台類のズレ（写真2、3）、低温ガス
滅菌装置のズレによる前面ステンレス化粧パ
ネルの一部剝離（写真4）、ケ一ジ洗浄装置
のズレ

崩れ：保管固形飼料の荷崩れ・散乱（写真5）、事
務用品・文書類の散乱

倒れ：積み上げていた保管ケージ類の一部転倒
落下：一部の飼育室でのマウスケージの落下（写真

6）
破損：実験器具類の破損（写真7）
故障：大型高圧滅菌装置の故障（3台のうちの1台）

　10年ほど前に、ステンレス架台に落下防止用ステ
ンレス角棒（10㎜x10㎜）が対策されていた（写真8、
9）にもかかわらず、その角棒を使用していなかっ
た一部の飼育室の架台でマウスケージの落下が発生
した。奥行きのあるカードケージの使用での落下は
起こらなかった。マウスケージは、小さく軽いもの
が落下しやすいようである（写真10）。

　ラットの飼育ケージ（日本クレア製、クリーン
200）は落下しなかった。架台として使用している
ステンレスエレクター・シェルフの棚板面に奥行き

（455㎜）があり、かつ周囲に約3㎜の高さの折り返
しがあること、ステンレス蓋を含むケージ全体の重
量（2,160g）が比較的重いこと等のために、ラット
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県
警
な
ど
に
よ
る

と
、
南
相
馬
市
原
町
区
の

介
護
老
人
保
健
施
設
ヨ
ッ

シ
ー
ラ
ン
ド
が
津
波
に
襲

わ
れ
、
十
人
が
死
亡
し
た
。

入
所
者
数
人
の
行
方
が
分

か
っ
て
い
な
い
。
い
わ
き

市
植
田
町
で
火
災
な
ど
で

三
人
が
死
亡
し
た
ほ
か
、

同
市
久
之
浜
町
で
二
人
の

水
死
体
が
発
見
さ
れ
た
。

相
馬
市
で
は
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
が
津
波

で
流
さ
れ
、
男
性
一
人
、

女
性
二
人
が
死
亡
。
同
市

の
ス
ー
パ
ー
で
壁
の
下
敷

き
に
な
り
、
女
性
一
人
が

死
亡
し
た
。
浪
江
町
で
は

屋
が
倒
壊
し
、
男
性
一

人
が
死
亡
し
た
。

県
警
に
よ
る
と
、
行
方

不
明
者
の
内
訳
は
南
相
馬

市
な
ど
が
三
百
人
、
白
河

市
が
十
二
人
、
須
賀
川
市

が
九
人
、
い
わ
き
市
が
三

人
、
そ
の
他
が
四
十
六
人
。

富
岡
町
に
よ
る
と
、
同
町

で
は
五
人
が
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
る
。

白
河
市
葉
ノ
木
平
で
は

大
規
模
な
土
砂
崩
れ
で
住

宅
約
十
棟
が
押
し
つ
ぶ
さ

れ
、
十
数
人
が
行
方
不
明

と
な
っ
て
い
る
と
の
情
報

も
あ
る
。
同
市
大
信
で
も

女
性
ら
二
人
の
行
方
が
分

か
っ
て
い
な
い
。

い
わ
き
市
小
名
浜
に
は

地
震
直
後
に
大
津
波
が
押

し
寄
せ
、
魚
市
場
な
ど
を

の
み
込
ん
だ
。
相
馬
市
で

は
高
さ
七
㍍
を
超
え
る
津

波
が
あ
り
、
住
宅
地
が
水

没
し
た
。
新
地
町
で
は
住

宅
約
四
百
二
十
戸
が
全
壊

し
た
ほ
か
、
沿
岸
部
を
中

心
に

屋
な
ど
に
大
き
な

被
害
が
出
て
い
る
も
よ

う
。
同
町
で
は
十
一
人
が

津
波
か
ら
逃
げ
遅
れ
た
と

の
情
報
も
あ
る
。

県
内
の
Ｊ
Ｒ
各
線
は
運

転
を
見
合
わ
せ
た
。
十
二

日
午
前
零
時
現
在
、
県
内

の
二
十
四
万
戸
が
停
電
し

て
い
る
。
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
１
〜

３
号
機
、
福
島
第
二
原
子

力
発
電
所
１
〜
４
号
機
の

ほ
か
、
宮
城
、
茨
城
両
県

の
原
発
合
わ
せ
て
十
一
基

が
自
動
停
止
し
た
。

東
京
電
力
は
、
福
島
第

一
原
発
１
号
機
の
原
子
炉

格
納
容
器
内
の
気
圧
が
、

設
計
値
の
約
一
・
五
倍
に

高
ま
っ
た
と
し
て
十
二
日

午
前
零
時
四
十
九
分
、
法

に
基
づ
き
国
に
報
告
し

た
。
計
器
の
故
障
の
可
能

性
も
あ
る
と
い
う
。

福
島
第
一
原
発
２
号
機

（
大
熊
町
）
の
原
子
炉
内

の
水
位
が
下
が
っ
た
た

め

政
府
は
十
一
日
夜

原

子
力
災
害
対
策
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
初
の
「
原
子

力
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発

令
し
た
。
半
径
三
㌔
以
内

の
住
民
に
対
し
て
避
難
指

示
を
出
し
た
。

県
も
同
日
夜

大
熊

双

葉
の
両
町
の
住
民
に
避
難

要
請

県
に
よ
る
と

２
号

機
は
水
位
低
下
が
続
き

一
時

燃
料
棒
が
露
出
し

て
放
射
能
が
漏
れ
る
恐
れ

が
あ
っ
た
と
い
う
。

富
岡
町
災
害
対
策
本
部

は
十
一
日
午
後
十
時
五
十

分
ご
ろ
、
町
内
全
域
に
屋

内
退
避
命
令
を
出
し
た
。

県
に
よ
る
と
水
位
は
、
燃

料
棒
よ
り
上
に
三
・
四
㍍

の
余
裕
が
あ
る
。
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　 第４１９３６号　 第４１９３６号

図2　震災翌日の地元新聞「福島民報」第一面
（福島民報2011.3.12より）

　今回の東北地方太平洋冲地震は、阪神淡路大震災とは異なり
三陸沖海底の複数箇所を震源とする地震であった。気象庁によ
ると、関東大震災を上回り、観測史上初の巨大地震であり、東
北地方太平洋沖地震と命名された。本震に続いて余震が多発し
た状況もこれまでの地震とは異なる特徴である。防災対策上こ
れまでの想定を大きく超える巨大津波が発生し、岩手県、宮城
県、福島県および茨城県の太平洋沿岸部の広域にわたって甚大
な被害を与えた。濁流が住宅を呑み込み、車がおもちゃのよう
に流される様子がテレビで映し出される惨状は目を覆うばかり
であった（図2：津波写真、新聞記事より）。

写真2　クリーンラックの位
置移動（ズレ）。

写真1　JST事業によって増築した動物
施設（右側建物の1階・3階部分）と渡
り廊下（手前）、左側は従来の動物施設。

写真5　固形飼料の荷崩れ。

写真4　低温ガス滅菌装置の前方手前へのズレ（左）によるステ
ンレス化粧パネルの剝離（右）。

写真7　器具類が落下して破
損。

写真3　マウス飼育棚が移動
して結束バンドが切断した。

写真6　マウスケージの落下。

図1　2011年（平成23年）3月11日
に発生した東北地方太平洋沖
地震（東日本大震災）の震源域

（気象庁HPより）

表1　3.11地震直後からの対応事項

①施設内一斉放送・学内非常放送による避難指示
②高圧蒸気滅菌装置・低温ガス滅菌装置の停止および確認
③被害状況の確認（建物、設備、飼育装置、その他）
④ケージ落下による逃走マウスの捕獲処分
⑤空調機・換気装置の状態確認（飼育室監視装置の表示）
⑥動物用飲用水の確保（17:00～21:00）
マウス用：100mL給水瓶（滅菌済）への水道水の充水
ラット・モルモット・ウサギ用：400mL給水瓶（滅菌済）への水道水の充
水

⑦保管物品類在庫量の確認
固形飼料、床敷、滅菌済ケージ数、ディスポ手袋、消毒剤、その他

⑧翌日からの作業計画策定
職員・委託職員の出勤体制、作業項目、その他

（水道断水により、附属病院をのぞき給水停止。学部教職員は原則自宅
待機）
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スタッフの連携で乗り越えた地震・放射能汚染の二重被害

写真8
ステンレス角棒による飼育架台のケージ落下防止策

（2000年4月に対応済）。

ケージは落下しにくいものと考えている。なお、マ
ウスとラットの被害状況の詳細は表2にまとめた。

表には遺伝子組換えマウスを含めてKOマウスと表
記した。
　当日の点検では気づかなかったが、建物壁面のク
ラックや天上ボードの破損、機械室設備配管類の異
常等、日数が経過するにつれて、建物部分の損傷が
多く確認された（写真11）。

　地震発生当日は、附属病院をのぞき、学内全域に
おいて給水が制限された。給水塔の水を有効に使用

写真10　左からカードケージ、M-7ケージ、小ケー
ジ。棚置きの場合、マウスケージは重く、奥行きの
あるものが落下しにくい！（写真左端／今回の地震
で実証）。

写真9

780g
◎

713g
×

420g
×

しなければならない状況であった。動物施設では19
時25分に、屋上に設置されている給水塔への給水が
停止された（表3）。ただ、上水道の断水で施設へ
の給水が停止されたものの、屋上の給水塔（上水用
30トン、中水用16トン）の残留水で2日間程度、水
の使用が可能であった。
　当施設ではノックアウトマウスが急増した2000年
頃から、自動給水装置はラットやウサギの飼育に限
定し、マウスにはすべて100mLの給水瓶を使用して
残留塩素濃度を3ppmに調整した限外濾過水を飲用
させてきた（原則週2回交換、写真12）。給水停止
の1時間ほど前に停止を知らせる予告放送があった
ので、施設のスタッフ全員で、直ちに、動物の飲用
水としてすべての給水瓶に水道水を充填した。
　水道水は、100mL給水瓶（マウス用）1200本、
400mL給水瓶（ラット用）430本のほかに、7Lのポリ
容器10個と20Lポリ容器1個に確保した。さらに、
ケージ洗浄用として、プラスチックコンテナ容器

（70L）等に水道水を貯水した。この結果、動物を処
分することもせずに8日にわたる断水期間中の飼育
が可能であった。

　ガス、蒸気、冷水の供給は停止したが、停電はま
ぬがれた。ただ、熱源停止によって飼育室の空調機
も運転不能となった（表3）。くわえて附属病院の
維持を優先させる必要から、学部棟や研究棟におけ
る給水制限と節電が徹底されたため、施設内のトイ
レが使用禁止となり、エレベーターも2基のうち1
基が停止せざるを得なかった（表3）。
　断水は8日間にも及び、蒸気と給湯の停止は12日
間続いた。また、すべての飼育室における空調機の
復帰には20日を要した（表3）。
　施設内ではケージ洗浄装置や高圧蒸気滅菌装置等
も使用できず、使用後のケージは後述する消毒の工
夫で対応した。翌12日には、マウスやラットの一部
の飼育室でアンモニア濃度が20ppm以上に上昇し、
通常の飼育管理作業も困難となったことから、換気

地震後4時間半で断水
給水瓶・ポリ容器・コンテナに貯水

手動で換気装置を運転
飼育室の環境保全に全力投球

写真11　増築部（JST事業『ふくしま、医療－産業リエゾン支援拠
点』：2011.3.16竣工予定）の震災被害補修工事。建物の引き渡し
が3か月遅延した。

表2　マウス（3階）・ラット（2階）の飼育および被害状況

階 飼育室 飼育動物 飼育架台等 震災前
ケージ数

ケージ数
の増減 被害状況

2

小動物（11） ラット 陽圧ラック 4列4段4台 42 −2 ラック移動

小動物（12） ラット 陽圧ラック 4列4段5台 73 +2 ラック移動、自動給水装置
の排水バルブ破損

小動物（14） ラット エレクター
陽圧ラック

5列5段6台
4列4段9台 222 −48 アクリル製実験器具の落下

破損、NH3濃度上昇

3

S（1） マウス 陽圧ラック 7列6段5台 20 −1
S（2） マウス 陽圧ラック 6列5段5台 111 −16

BH（1） KOマウス ステンレス架台 7列4段2台 14 +8 1ケージ落下、逃亡マウス
捕獲処分

BH（2） KOマウス BBH 3列4段2台 4 +2 BBH架台の移動

無菌室 KOマウス
陽圧ラック

ステンレス架台
ステンレス架台

6列5段3台
7列7段3台
7列5段2台

282 −36

20ケージ（小）落下、8ケー
ジ（M-7）落下、室内逃亡マ
ウス捕獲処分、壁固定金具
1個脱落、NH3濃度上昇

小動物（1） KOマウス 陰圧ラック 6列5段5台 210 −45
小動物（2） KOマウス ステンレス架台 7列7段5台 0 0 消毒中
小動物（3） KOマウス ステンレス架台 7列7段5台 217 −45 架台上の物品落下、破損

小動物（4） KOマウス ステンレス架台 7列7段5台 170 −12 壁固定結束バンドの破談、
架台移動

小動物（5） KOマウス ステンレス架台 7列7段5台 276 −92 1ケージ落下、逃亡なし、
壁固定金具1個脱落

小動物（6） KOマウス エレクター 8列6段4台 119 0 壁固定金具3個脱落
小動物（7） KOマウス 陰圧ラック 9列7段4台 0 0 ラックの移動

小動物（8） マウス 陽圧ラック
セーフティラック

7列5段2台
7列5段3台 99 −2 ラックの台座脱落、移動

小動物（9） 検疫用 陽圧ラック
セーフティラック

7列5段2台
7列5段3台 26 −11 ラックの台座脱落、移動

写真12　限外濾過装置からのマウス用飲用水（残留塩素濃度3ppm）の充塡。

ドアのストッパーとしても利用する弱酸
性水を入れたポリ容器。いろいろな所に
水を分散備蓄することにした。

表3　学内におけるライフラインの状況

①水道の断水（3/11～3/18　17:00、8日間）
給水塔の貯水残量で自動給水装置（ラット・モル
モット・ウサギ）が数日間使用できた

②都市ガスの停止
③蒸気の停止（3/11～3/23　8:30、12日問）
④給湯の停止（3/11～3/23　8:30、12日間）
⑤空調の停止（3/11～3/31　11:00、20日間）

写真13　マウスケージへ滅菌済巣材（綿・キムタオル類）の使用。
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スタッフの連携で乗り越えた地震・放射能汚染の二重被害

装置のみを手動で運転した。
　地震後の気象状況は安定せず、寒気接近のため夜
間時には外気温が零度まで低下し、降雪にも見舞わ
れた。飼育室内も10℃にまで低下する時間帯もみら
れた。マウスやラットの低体温対策として滅菌済み
巣材（綿やキムタオル等）をすべての飼育ケージに
投入して巣作りを促し、体温低下をくい止めた（写
真13）。
　飼育室の温度・湿度・室圧が制御不能の状態であっ
たことから、マウスやラットのSPF水準の破綻が懸
念された。そこで、飼育室への入室回数を減らすこ
とに努めた。
　飼育室全室の温度・湿度・室圧は、監視装置（SA
VIC-2000）によって1時間ごとに記録され、24時
間ごとの日報として自動的に印字されている。飼育
室内の環境状況の確認のため、地震発生前から空調
復帰までの約1月分の監視データについてとりまと
めた（図3）。
　震災2か月後に実施した、おとり動物による微生
物モニタリング検査の結果、所定のすべての項目（表
4）において問題点は検出されなかった。さらに、
3か月後に全飼育室の実験者から動物の提供を受け
てモニタリング検査を行った。免疫不全のSCIDマ
ウス5匹について、盲腸内容物のエッグヨーク寒天

培地培養検査の結果もブドウ球菌（S. aureus）は検
出されなかった。危惧していたSPFレベルの破綻も
どうにか回避できたと判断し、実験者へも報告した。

　施設利用者へは3月12日に実験動物研究施設長名
で、掲示およびメール配信によって施設内被害状況
の報告と今後の対応（給水停止にともなうトイレ使
用禁止、節電、不要動物の処分、その他）に関連し
て協力要請を行った。不要動物の処分について一応
の要請を出したものの、施設管理者の立場としては、
研究者の貴重な研究資産である実験動物の処分はで
きる限り控えたいと常々考えていた。
　ガソリン不足によるマイカー通勤の困難、断水や
節電等のため、自宅待機指示（各所属の判断で最小
人数の職員のみ出勤）がだされた。そのうえ、すべ
ての研究室においても機器類落下による散乱や破損
等があり、それらの処理等で、実験者の動物施設へ
の入室回数は否応なしに減少した。そのような状況
から、前述の不要動物の処分協力要請に応じること
ができた実験者は、数名にすぎなかった。通常の運
営に復帰した4月1日時点でのマウスの処分ケージ

図3　SPF飼育室内（上のグラフ）の温度・湿度・室圧の推移
（3月中の記録）。下のグラフは外気の温度と湿度

表4　微生物モニタリング検査項目

マウス ラット
培養検査

Salmonella spp. ○ ○
Citrobacter rodentium ○ ○

Corynebactrium kutscheri ○ ○
Pasteurella pneumotropica ○ ○
Pseudomonas aeruginosa ○ ○
Bordetella bronchiseptica ○

血清抗体検査
HVJ (Sendai virus) ○ ○

MHV (Mouse hepatitis virus) ○
SDAV ○

Mycoplasma plumonis ○ ○
Tyzzer (Clostridum piliforme) ○ ○

Hanta virus ○ ○
Lymphocytic choriomeningtis virus ○

Ectromelia virus ○
鏡検

Giardia muris ○ ○
Spironucleus muris ○ ○

Syphacia spp ○ ○
Aspiculuris tetraptera ○

Ectoparasite ○ ○
PCR検査

Helicobacter hepaticus ○

利用者への状況報告と
協力要請

数は260ケージ（処分率16.8％）であり、ラットの処
分ケージ数は50ケージ（処分率14.7％）であった（表
2）。これらの処分は、ほとんどが飼育期限の超過
した不要動物であったことから、実験者にとって実
験・研究上の実害はなかった。

　東京電力福島第一原子力発電所（以下「福島第一
原発」と略）では、地震と津波により非常用を含む
すべての電源が破綻し、原子炉内と使用済み核燃料
プールの水位維持が危機的困難な状況となった。政
府は3月11日夜、原子力災害対策特別措置法に基づ
く「原子力緊急事態宣言」を発令し、半径3㎞以内
の住民に対して避難指示をだした。翌12日午後3時
36分ごろ、福島第一原発1号機の原子炉建屋が爆発
し、同原発の周辺から放射性セシウムか検出された
との報道があった。官房長官の記者会見では「炉心
の水が足りなくなったことにより発生した水蒸気が
格納容器の外側、建屋との間にでて水素となり、酸
素と合わさり爆発した」と説明していた。しかしな
がら、実際には原発事故は収束に手間取り、国際的
にも注目される最悪の状態であった。
　放射性物質は福島県のみならず、東北や関東地方
におよぶ広い地域に拡散し、長期間にわたる“低線
量被曝”問題を引き起こすこととなった。福島第一
原発から北西に57㎞離れた福島医大においても外気
放射線量は事故直後に平時の9.2倍に上昇していた

（Nalシンチレーションカウンターによる4時間ご
との測定）。3か月経過時点で事故前の1.3倍程度
であった。
　原発事故の翌日から病院業務に関係する教員をの
ぞく全教員が交替で学内各所における放射線量の測
定、ならびに附属病院来院者の放射能汚染状況把握
のためのサーベイランスに従事することとなった。
動物施設の教員は実験動物の維持管理に専念するた
め、放射線量の測定担当からは除外された。これら
についても前述した全学全職種ミーティング（学内
代表者会議）において了解された。外気放射線量の
測定結果は後日、大学のホームページにも掲載、公

表された。
　附属病院には自衛隊の放射能除染チームが常駐
し、自衛隊による原発事故現場からの被曝や受傷患
者の搬送訓練が行われ、グラウンドには大型ヘリコ
プターが頻回に離着陸をくり返した（写真14）。
　3か月経過時点でも、事故前の約3倍の測定値で
あることが確認されている。このような状況下での
動物施設内における飼育作業者や実験者の安全性を
確認するために、4月21日と5月9日の2回、飼育
室等の放射線量の測定を行った。
　GMサーベイメータ（ALOKA製TGS－136型）を用
いて各飼育室等における空調吹出部、排気部、中央
作業台上の3か所の放射線量を測定した。
　測定の結果、すべての飼育室や実験室において空
調の吹き出し部が最も高い値を示し、測定日が遅い
ほど高値を示す傾向が認められた。排気部と作業台
上の放射線量はサーベイメータのバックグラウンド
値とほぼ同じレベルであり、測定日による差は観察
されなかった。すなわち、飼育室内中央部の作業台
の放射腺の測定値は施設周囲の外気の1／4～1／
5程度であった。プレフィルターのみの飼育室の吹
き出し部が最も高い値を示し、続いて中性能フィル
ター、HEPAフィルターの順に低下していた。測定
日の数日前にフィルターの交換を行った部屋の吹き
出し部では、バックグラウンド値と変わらない値で
あった。このような結果は、塵

じん

埃
あい

に付着した放射性
物質がフィルターにトラップされていることを示唆
するものと考えている。おそらく、フィルター部に
放射性物質が蓄積されていると思われる。

　今回の地震では、本震発生から30日後までの余震
の積算回数は異常に多く、400回を超えている。余
震の際には、遠方から不気味な地鳴りが次第に近づ
いてくるのが体感できた。
　1993年の昭和三陸地震（M8.1）や2003年の十勝沖
地震（M8.0）での余震は50回弱、1994年の北海道東
方沖地震（M8.2）では100回程度と記録されている。
マグニチュード9.1のスマトラ島沖地震の際には、

福島第一原発から57㎞
空調フィルター部分に放射性物質？

写真14　被曝患者緊急搬送訓練（福島医大グラウンド）。

備えあれば憂
うれ

いなし
さらなる対策で次に備える
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スタッフの連携で乗り越えた地震・放射能汚染の二重被害

3か月後にマグニチュード8.6の余震が発生してい
る。今回の東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）
のマグニチュードは9.0であったので、今後、それ
に近い巨大余震の発生も否定できない。関係者の英
知を集積した防災対策が必要であることはいうまで
もない。

　動物施設では他からの人的支援や物的支援を受け
ることなく、どうにか難局を切り抜けることができ
た。最上階（4階）の機械室での損壊を受けたもの
の、福島医大の実験動物施設が地震規模のわりには
比較的軽微な被害ですんだのは、「備え（対策）」を
講じてきた成果だと考えている（表5）。

表5　被害を少なくしたと考えられるこれまでの留意事頂

①過去の地震体験を契機に、阪神・淡路大震災における神戸大学の被災報告を参考にして動物
施設内での地震対策について種々検討し、マニュアル化していた。

②感染事故防止の目的で空調系統数を多くし、さらに空調機を各階に分散配置していたことが
地震にも有利であった。

③飼育架台やラック類はキャスター付きのものとし、壁面固定は転倒防止程度としていた。
④2010年以降、マウスケージは架台から落下しにくいカードケージに変更していた。
⑤滅菌済みのケージ類やステンレス蓋は、台車に積載して保管していた。
⑥固形飼料の在庫量が1か月分程度あった。
⑦床敷材や日常使用する消耗物品類、消毒剤（消毒用エタノールは2週間分程度）の在庫量が
2か月分程度あった。

⑧弱酸性水（ソフト水）製造装置を1階と3階に分散して設置していた。
⑨給水瓶に充水しやすいように、限外濾過装置を設置していた（写真12）。
⑩感染防止と水漏れによるリスク低減のために、マウスの飼育はすべて給水瓶を使用していた
（写真8）。

⑪保温や床敷の代用材として、綿花やキムタオルを相当量滅菌して保管することにしていた（写
真13）。

⑫すべての飼育室や実験室に常備する懐中電灯の電池交換を、毎年4月の第1週に行っていた。
⑬職員はじめ、委託要員スタッフの高い意識と技術力、日頃のチームワークによる職務遂行。

　全国の多くの動物施設では、1995年1月17日に発
生した兵庫県南部地震による阪神・淡路大震災の事
例を参考にして震災対策マニュアルを作成している
場合が多い。これにくわえ福島医大では、近年の比
較的大きい地震として、三陸南地震（2003年5月26
日18時24分、M7.0、仙台市青葉区震度5弱、福島
市震度4）と8・16宮城地震（2005年8月16日11時
46分、M7.2、福島市震度5弱）の体験から震災対
策を行ってきた。1階洗浄滅菌室の近くに、HEPA
フィルターを設備した広い手術室を配置した設計で
あったことから、ケージ類の消毒作業と保管に便利
であった。ラックや交換用ケージを保管している台
車（写真15）やラックは、揺れにあわせて移動する
ように、キャスター付きを採用していた（写真16）。
クリーンラックをL字型に配置していたことも、相
互に揺れの支えとなり転倒防止に役立った（写真
17）。これまでの震災対策や日常の作業が功を奏し
たものと考えている（表5）。
　今回の経験から、さらに以下の事項を地震対策と
して追加した。
①動物用飲用水（限外濾過水）や弱酸性水の備蓄
の徹底（写真18、19）。

②固形飼料や消耗器材類の在庫管理の徹底。
③ケージ落下防止の工夫（写真20）。
④ステンレス蓋がはずれにくく、落下しにくい
カードケージ使用の徹底（やむをえず小ケージ
を使用する場合には、クリーンラック内での使
用を推奨）。

⑤作業用ヘルメットの常備（マニュアルに記述し
ていたが、常備されていなかった）。

　巨大地震と津波にくわえて、追い打ちをかけるよ
うに発生した原発事故、そしてガソリン不足は、福

島県民にとって悲嘆に暮れる日々をもたらした。被
災者への救援物資はじめ、生活用品すべての物流の
停止状態は、年配の人々には戦時下を想起させたで
あろう。被災者にとっては未曾有の天変地異であっ
たと思う。このような複合災害は、地震列島の日本
各地で発生しても不思議ではないと考えられてい
る。
　動物施設には地震に強い適正規模があると考えて
いる。適正規模とは、要員数やその能力に見合った、
建築規模や飼育収容数、器材類の備蓄量等である。
大規模な施設にはそれなりの要員数とチームワーク
が必要なのである。新たに建設する場合や大規模な
改修の際には、電気室や空調機、洗浄装置や滅菌装
置等重要設備の各階への分散配置によるリスク低減
にも配慮する必要があろう。

写真15　ケージ類の一時保管のための台車
の活用。地震時には台車が動くので、ケー
ジの落下や散乱が少ない。

写真16　ラットの飼育にはステンレ
スエレクターシェルフ（キャスター付
き）をダブルにして使用。震度5強の
揺れでもケージの落下はなかった。

写真17　地震に強いクリーンラックのL字配置

いざというときは臨機応変の
対応と連携がリスクを低減

写真18、19　動物用飲用水（限外濾過水）や弱酸性水の備蓄の徹底。人
工透析液用容器（7.56L；附属病院の廃棄物）を活用した限外濾過水お
よび弱酸性水の保管。台車の活用は利便性の他に耐震性もある。

写真20　荷造りロープ（3㎜径）と輪ゴム（6
㎜幅）を利用した、作業性のよいケージ落下
防止の工夫。その後、フックは、ステンレ
スフックが入手できたので変更した。
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スタッフの連携で乗り越えた地震・放射能汚染の二重被害

　今回の震災を経験して、実験動物技術者に求めら
れる素養について改めて考えてみた。それは、動物
の異常の有無を瞬時に嗅ぎ分ける能力であり、その
ような能力こそが動物施設の安全管理にもつながる
はずである。
　わが国ではよい意味での職人気質や職人文化の精
神が古来より継承されてきた。いわゆる体で覚える
職人的感覚である。動物の異常はもちろんのこと、
設備の異常の有無を感じとる感覚（嗅覚）を日頃か
ら研ぎ澄ませておくことも忘れてはならない。
　さまざまな領域でガイドラインやマニュアルの整
備が進められているが、マニュアル万能主義の弊害
におちいる恐れもある。防災マニュアルは必要であ
るが、災害時には被害を最小限にするための臨機応
変の対応も求められる。何よりもスタッフ（実験動
物技術者）の防災意識の共有と専門的技術による連

携作業が重要である。
　「天災は、忘れた頃にやってくる」（寺田寅彦）、「備
えあれば憂いなし！」の格言は的を射ているとつく
づく感じた。建物や設備の地震対策は、耐震性を高
めることも重要であるが、それは財政面からもおの
ずと限界がある。保管スペースの都合で物品の備蓄
量にも制約がある。動物施設の管理では、施設・設
備等ハード面の長所と短所（強みや弱み）を熟知し、
その弱みをソフト面で補うような対策や対応を考え
ておくことが必要である。

謝辞：施設の教職員（若井淳、遊佐寿恵、丹冶静保、
真仁田佳子、他臨時職員たち）および委託の
ジェー・エー・シー社員（長谷川久美子、山
本裕子、竹達直起、塩谷朋子他）の皆様の使
命感ある行動に敬意を表します。

　地震・津波・原発事故という人類未曾有の災
さ い か

禍に福島医大では、全学一丸となって使命遂行のために
対処した。災害発生直後に防災計画に従って学内災害対策本部（本部長：理事長兼学長）が立ち上げられ、
全学全職種ミーティング（学内代表者会議）が頻

ひんぱん

繁に開催された。このミーティングは、情報の共有と
迅速な対応を図るためのものであり、提示された諸案件についてその場で対応策が議論され、直ちに決
定される事項も多かった。
　全学全職種ミーティングは、地震後4日間は9時、15時、21時の1日3回の開催、1週後から2週後
までは、9時と15時の2回となり、その後3週以降には15時の1回の開催となった。さらに福島県自治
会館内に設置された福島県災害対策本部（本部長：福島県知事）には、福島医大から調整医官として本
学の医師数名が派遣され、県内医療情報収集と医療支援調整を担当した。
　地震規模のわりには、幸いにも入院患者を含め学内関係者における人的被害がなかった。建物や設備
等にも壊滅的被害はなかったものの、直後には気づかなかった設備の損傷や異常が日を追うごとに増え
た。
　学内では地震発生直後に、ただちに全学一斉非常放送により、全職員と来学者に対し冷静沈着な行動
と安全な場所への避難が呼びかけられた。
　附属病院は県内における災害拠点病院に指定されていることから、震災発生後、直ちに外来診療の停
止と予定手術の中止、入院患者の調整退院を進め、病院医師のほか、研修医や学生も含めた全学関係者
による救急重傷患者の受け入れ態勢が整えられた。
　地震翌朝からDMAT（災害派遣医療支援チーム）が全国各地から到着しはじめ、最終的には計35チー
ム約180名が福島医大に集結した。倒壊家屋や太平洋沿岸部を襲った大津波による多数の外傷患者の搬
送が想定されていたが、患者数は震災後3日間で計168名であった。学内におけるライフラインは、上
水および中水の断水、都市ガスの停止、ボイラーの故障による蒸気および給湯の停止等であった（表3）。
幸いにも、学内全域において停電には至らなかった。3月23日には福島県立医科大学のホームページに
震災対応特設ページ（http://www.fmu.ac.jp/index_shinsai.php）が開設され、大学や附属病院の対応
状況が掲載されるようになった。

震災直後はミーティングを密に、福島医大における被災状況と対応

� 福島県立医科大学医学部附属実験動物研究施設

� 若井　淳、片平　清昭

原発事故後における実験動物施設内放射線量の測定
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原発事故後における実験動物施設内放射線量の測定

「原発事故の直後、風評被害から医薬品や食料が福
島に入って来なかった時が一番困りました。そんな
中、長崎大学の緊急被ばく医療チームは恐れること
なく福島に駆けつけ、支援を続けてくださっていま
す。まず、これを皆さんに知っていただきたい」
　中嶋由美子副病院長兼看護部長は、取材に対して
こう切り出しました。地震そのものによる被害は大
きくはなく、建物の損傷もほとんどなかった福島医
大病院。入院患者の給食分は備蓄していたものの、
当初は職員の食料が足りず、持ち寄った米で学生ボ
ランティアらがおにぎりを作り、それを一人あたり
1日2個程度配ってしのぐという状況でした。道路
網が分断されたわけではないのに、初めて物資が届
いたのは3～4日後。風評被害によって物流が途絶
えてしまったのです。
　一方、3月13日には、文部科学省の要請を受けて
長崎大学の緊急被ばく医療の専門家チームが出発。
長崎大学は長く被ばく医療に実績を持ち、チェルノ
ブイリ原発事故での調査や現地での医療も経験して

います。派遣されたチームは医師1人、看護師2人、
放射線技師1人、放射線生物学・防護学教授1人の
5人。うち看護師2人は放射線専門看護師養成コー
ス修士2年。長崎大学にしかないコースであり、か
つ2人とも大学病院で臨床に携わっています。
　いったん、千葉にある放射線医学総合研究所（放
医研）で情報収集し、自衛隊のヘリで14日に福島に
到着。14日に福島入りしてからも、原発の状態は悪
化していました。はじめは、福島医大病院を拠点と
してスクリーニングで線量が高いと言われた方の2
次スクリーニングを行おうと体制を整えていまし
た。しかし、状態の悪化に加え16日に原発作業員の
傷病者発生の一報が入り、スクリーニングだけでな
く患者を受け入れる今の体制となりました。その際、
ヘリに乗って傷病者搬送に携わったのも長崎大学
チームの看護師でした。
　今回お話を伺った橋口香菜美さんは放射線を専門
とし、当初に福島入りした看護師の1人で、その後
も福島医大病院の支援に当たっています。

　福島医大病院は、当初、混乱していました。除染
棟を備え、マニュアルが整備され、毎年訓練は行っ
ていたものの、除染棟は普段は使わない施設であり
医薬品等も常時は配置していません。それを実際に
稼働する緊急被ばく医療の拠点「被ばく医療棟」に
整備しなければなりません。なにより、同院全体が
すべての外来と予定の手術を中止し、全国の

　3月11日の東日本大震災によって引き起こされた福島第一原発事故。想定を超えた原発事故はいまだに
収束せず，大きな不安が拭えません。現場に最も近く，かつ県内唯一の大学病院として原発災害医療の拠
点となっているのが福島県立医科大学附属病院（以下，福島医大病院）です。被ばく医療では先端を行く
長崎大学や広島大学と連携協定を結んで，誰も経験したことのない原発災害に備えています。長崎大学の
放射線を専門とする看護師を交え，看護部がどのような動きをしてきたのかご紹介します。

看護情報誌ティアラ　特別号 2011.12（ニプロ㈱）掲載

被ばく医療の拠点として奮闘
� 公立大学法人福島県立医科大学附属病院　副病院長兼看護部長　中嶋　由美子
� がん放射線療法看護認定看護師　上澤　紀子さん
� 長崎大学病院放射線部看護師、長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学専攻放射線専門看護師養成コース2年（修士）　橋口香菜美さん

福島第一原発に最も近い大学病院

長崎大学の緊急被ばく医療
チームが事故直後の福島へ

1日2回の会議で
被ばく医療班が情報共有

左から、中嶋副病院長、上澤看護師、橋口看護師（長崎大学）
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福島第一原発に最も近い大学病院

DMAT（災害派遣医療チーム）の支援を受けつつ不
眠不休で被災者のトリアージと治療を行っている渦
中です。
　そうした中でも同院は、マニュアルに基づいて、
事故直後速やかに緊急被ばく医療班を結成。放射線
科教授を班長に、救急医、放射線科医、放射線技師、
看護師など長崎大や広島大からの派遣者を含め十数
人の陣容です。毎日午前10時に、メンバーが集まっ
て多職種ミーティングを行っています。
　外部との情報共有は、毎日午後3時からのWEB
会議上で行います。同院、オフサイトセンター、第
一原発免震重要棟（産業医科大学の医師が派遣され
ている）、Jヴィレッジメディカルセンター、放医研、
広島大学、救急医学会の7ヵ所がWEB上で結ばれ、
熱中症などを含めた傷病者の動向など本日の情報が
共有されます。
　午後3時に得た情報を踏まえ、翌朝10時に被ばく
医療班の多職種が討議を重ねるという形が定着した
のは3月後半。4月半ばには、研修を終えたばかり
のがん放射線療法看護認定看護師（6月に認定取得）
の上澤紀子さんが専従として同班に加わりました。
　上澤さんは、放射線治療従事者に必要な医療被ば
くと被ばく防護の知識はありますが、被ばく医療そ
のものについては、放医研の訓練に参加した経験が
ある程度。橋口さんら長崎大学チームのサポートが
大きな支えになりました。

　同院に搬送されるのは二次救急以上の患者であ
り、7月末現在まで実際に搬送された被ばく傷病者
は11人です。
　「幸い、今までの搬送数は多くはありませんが、
今も福島原発の現場は動いています。いつ何時、ど
んな患者さんが発生するか分かりません。そこで長
崎大学の橋口さんと当院の上澤を中心に体制づくり
を急いでいます」（中嶋副院長）
　2002年に作られた既存マニュアルは、東海村臨
界事故のような少数の被ばく者に対する短期間の医

療を想定したもので、今回のような大規模な原発災
害を想定していません。そこで、さまざまな想定を
行ってマニュアルを整備し、実際の訓練としてのシ
ミュレーションを繰り返し、またそれをマニュアル
に反映させています。
　「実際の原発事故は初めてで、まだ誰にもわから
ないことが多い。だからこそ実際にやってみるシ
ミュレーションの積み重ねが必要です」（橋口さん）
「全体の流れに基づいた大きな訓練、また搬送・除
染・処置のそれぞれの訓練を繰り返しています。毎
回ビデオ撮影し、反省会を行って改善点を探ってい
ます」（上澤さん）
　一方、被ばく医療棟が24時間対応できるように看
護師が配置され、さらに院内に輪番で1番待機者、
2番待機者を設けました。シミュレーションには待
機者も参加します。橋口さんは看護師に向けて、線
量計の使い方をはじめ放射線の基礎知識の勉強会も
きめ細かく行いました。
　「おかげで『放射線は怖い』ではなく、汚染を広
げないように処置をする感覚は浸透したと思いま
す。あとは、手袋や防護具を着て実際の手技を行う
訓練を繰り返していくことで、どんな状態にも対応
できるようになります」（上澤さん）

　今後、原発事故が長期化する中で被ばく医療棟の
人員は縮小します。目指すのは、いざというときに
は人員が集結し、たとえコアメンバーが揃わなくて
もいつでも代替して運営できる体制づくりです。
　7月末で長崎大学に戻る橋口さんは「中心となる
メンバーが得意分野を持ち、それを周囲に浸透させ
ていく環境ができて、安心しています。短期間によ
くここまでされたと思います」と話しています。
　「風評被害にはいまだに悩まされる」という中嶋
副院長は、「次の段階としては、正しい情報を発信
していくのも大学病院の役割です。煽るようなこと
を言う人もいるので、過度に不安になっている県民
もいます。加えて、これからどこまで続くのか分か
らない原発事故の影響に対して、県民全体の健康管
理にも大学全体で関わっていきたいと思います」と
締めくくりました。
 （2011年7月8日・福島県立医科大学附属病院にて）

シミュレーションを重ねて
長期化する原発事故に備える
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被災地の大学病院からの報告
公立大学法人福島県立医科大学附属病院　助産師長　津田　裕子

2012年2月4日 東日本大震災をうけて ─周産期における災害対策シンポジウム─

はじめに、福島医大の紹介をさせていただきます。
当院は福島県の北部に位置する県内唯一の大学病院です。
診療科30、病床数は778床です。災害拠点病院、二次被
曝医療機関、ドクターヘリの運航もしております。総合
周産期母子医療センターは、MFICU6床、NICU9床、
GCUが8床です。MFICU6床と、産科を主とする3階西
病棟31床と新生児室、分娩室を1人の師長が管理してお
ります。分娩件数は2010年415件、2011年は365件でした。
2011年は、原発の影響もあり、十数％の減少がありました。

2011年3月11日14時46分、東日本大震災は起こりました。
福島市は震度5強、県内最大震度は6強でした。マグニ
チュードは9.0、揺れは6分間、そして大津波、福島第一
原発の全電源が喪失しました。

災害時における福島医大の役割としては、災害基幹病院
としての役割と災害拠点病院としての役割があります。
地震後は直ちに、対策本部の立ち上げや急性期医療チー
ムの受け入れなど、県の災害医療の統括と救急医療の拠
点として外傷患者の受け入れを行いました。そして、原
発事故が起きてからは、避難区域の患者の受け入れや、
当院を中継しての搬送移動も行われました。さらには、
二次被ばく医療機関として緊急被曝医療体制も整えられ
ました。

福島県の災害拠点病院です。ここが福島医大です。福島
県には8か所あります。
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被災地の大学病院からの報告

新生児は一人はレスキューママに包み、母親が抱っこし、
もう一人は、スタッフがレスキューママで抱っこしまし
た。
そして、師長は全患者の安全を確認、対策本部へ報告、
そして避難袋を持ち、医師とともに病棟、MFICU，分娩室、
新生児室の被害状況を確認しました。
幸いな事に、病院建物の被害はほとんどなく、スタッフ
もマニュアル通りの行動がとれていました。屋外避難に
は至りませんでした。

これは、院内のある部署の地震後の状況です。

これは病棟と周産期センターのつなぎ目の廊下の状況で
す。天井がゆがんでいます。天井の一部が落下しました。

被害状況です。分娩室、MFICUは、改築している影響な
のか、被害があったので、分娩室、MFICUは点検、修理
終了まで使用中止として、病棟の個室を分娩ができるよ
うに準備をしました。

これが分娩室の被害状況です。分娩室の自動ドアはゆが
んで開閉不能、分娩台がずれています。引き戸の上部が
落下し、レールがむき出しになっています。分娩室の天
井の点検口の蓋がすべて開きました。

ライフラインの状況です。停電はしませんでした。
水が7日間停止したことが最も大変でした。

二次被ばく医療機関としての福島医大の役割です。汚染
のある重傷外傷患者の受け入れを行います。

次に、地震発生時の病棟の状況です。
患者数、3階西病棟18名、MFICUは1名、新生児2名、
2名とも新生児室収容児でした。
スタッフは病棟、MFICU、新生児室で合計13名が勤務し
ていました。
分娩や陣痛室入室者はいませんでした。手術は1件で地
震の時は手術中でした。
術後2日目の患者が2名、術後の持続点滴や子宮収縮抑
制剤点滴中の患者が9名いました。

患者受け入れの状況です。ヘリポー
トのほか大学のグラウンドが自衛隊
などのヘリ発着所として使用されま
した。

汚染のある外傷患者の治療を行う除染棟でのシミュレー
ションです。全員が防護服を着用し、治療にあたります。

地震発生時はまず、自分の安全を確保することが、災害
時の大前提ですが、スタッフはだれの指示がなくても、
一目散に病室に走りました。
非常口や病棟入口のドアを開けるスタッフもいました。
地震がおさまってからは、非常口に近い廊下で、天井か
ら落下するものがない場所2か所に集まっていただきま
した。
一時暖房が停止したことと、屋外避難も視野に入れて、
患者に寒くないように防寒着をはおっていただき、靴と
貴重品を持って待機していただきました。
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被災地の大学病院からの報告

これは、津波の被害と放射性物質の広がりをしめしたも
のです。これはだいぶあとになってから公表された汚染
マップです。直後にはまだ、避難指示が半径何キロ以内
というように示されていました。
第一原発から北西方向の地域に汚染が強度の赤や黄色が
多いのがわかります。
福島医大は原発から60㎞の距離にあります。

そして、避難患者の受け入れは3月11日から始まりまし
た。3月26日までの日々の搬送患者数は資料をご覧下さ
い。

3月11日から3月26日までの避難患者の受け入れ数は新生児2名を含む23名でした。
搬送手段は救急車16名、ヘリ1名、自家用車6名でした。
3月11日から3月26日までの分娩件数は18件で、そのうち避難患者の分娩件数は10件で帝王切開は6件でした。

避難患者の母子支援の実際について事例を紹介しながら述べま
す。
ケース1は帝王切開術後当日に搬送された母児です。
このケースは原発より10㎞圏内の病院に妊娠高血圧で入院中でし
た。3月12日に10㎞圏内の避難指示が出されたころに陣痛発来し、
ヘリを要請しヘリがむかいましたが間に合わず、その病院で帝王
切開分娩されました。そして、術後管理目的に当院へ搬送されま
した。混乱した状況のなかでの出産で、術直後から避難を余儀な
くされたケースでした。出生証明書も発行されておらず、出産し
た病院の医師に連絡を取り後日発行しました。幸い産褥経過も新
生児経過も良好で早く退院し避難したいという患者の希望を優先
し、産褥6日目に県外の親戚宅へ退院しました。退院時は医師の
紹介状を持参しました。当院では通常ですと、問題があると思わ
れるケースに、居住地または里帰り先の市町村保健センターへ妊
産婦連絡票という看護紹介状を送付しております。今回のような
非常時にはどのケースにも退院後の支援は不可欠であったと考え
ます。しかしこの時は、どこへどのように支援を依頼するのかな
ど支援の手立てがわからなかったことと、スタッフも混乱の中に
あり、どのような方策をとったらよいかなどの検討ができなかっ
たため継続的な支援につながらなかったケースです。

そして、地震直後は患者の安全確保と不安への対応を行
いました。患者が一人になることのないように、また、
緊急時にすぐに対応できるように、MFICUの患者を病棟
へ移動し、病棟は、4部屋に患者を集中させて収容しま
した。また、病室では荷物が棚から落下しないように整
理しました。
患者もとても動揺していたので、子宮収縮などの身体症
状と、不安や恐怖からくる精神症状に注意して観察しま
した。このことは、この先もずっと注意が必要でした。
それから、家族との連絡がついたかどうかの確認、そし
て、地震後に帰室した術後の患者はストレッチャーでし
ばらく待機していただきました。また、スタッフの不安
そうな言動や騒々しい雰囲気は患者を不安にさせますの
で、冷静沈着に行動するようにしました。

次にスタッフの参集と安否確認についてですが、当院の
災害マニュアルでは、震度5弱の地震発生時、全職員が
参集することになっています。当病棟でも比較的病院の
近くに住んでいるスタッフが5名かけつけてくれました。
また、電話がつながらない中かろうじてつながった携帯
メールで、病院に向かっているが道路の寸断により、う
回路も混雑してたどり着けないなど、連絡してくれたス
タッフもいました。
このような状況のなかでも管理者として、夜遅くなって
からでもスタッフの安否確認につとめました。

そして、3月12日には早朝に半径10㎞圏内避難指示がだされ、さ
らに15：36に1号機の水素爆発があり、18：25には半径20㎞圏内
避難指示がだされました。
この日から、避難区域にある病院は、混乱のなか、患者の避難を
行ったのです。
そして14日、15日と原発の危険が続くなか、避難範囲の拡大とと
もに、当院への搬送妊産婦も多くなりました。

病棟の患者が落ち着いたところで、今度は搬送患者の受
け入れ準備を行いました。
収容可能なベッド数、酸素が使用できるベッド数、保育
器台数、新生児室の使用できる酸素配管数、新生児リネン、
紙おむつなどを確認し、全スタッフに周知しました。また、
救急外来での搬送患者の対応に多数のスタッフが必要に
なることを想定し、21時30分まで全スタッフの待機指示
がありました。
さらには、この日から数日間の夜勤待機者を確保し、休
日にあたる、12日、13日のスタッフを増員しました。

原発事故と避難指示などの政府の対応は資料を参照して
下さい。（地震後の福島第一原子力発電所の事故およびそ
れに対する政府の対応は、第一・第二原発ともに自動停
止し、19：03に緊急事態宣言、対策本部設置、21：23に
半径3㎞圏内避難指示と半径10㎞圏内屋内退避指示が出
されました。）
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被災地の大学病院からの報告

また、避難患者は様々な問題をかかえていました。私たちの支援
で解決できる問題とそうでない問題がありました。
できるだけ話を聞き、希望に沿うように情報の提供を行いました。

最後に、母子支援で重要なことは、いつでもどこでも安全な妊娠、
分娩、育児が継続して行われることです。当院からも新生児の手
術が必要な妊婦2名を他県へ紹介、搬送しました。また、混乱の
中の避難や緊急搬送のため、紹介状のないケースがほとんどでし
たので、医師からの必要最小限の情報で受け入れ準備を行い、事
故のないようにスタッフ間の情報共有を行いました。
避難のためなど、早期退院を希望する患者にはできるだけ希望に
そった退院をしていただきました。
安全な育児という視点では、入院中から市町村や避難所の関係職
者との連携、施設側からは、産後の電話訪問、そして、母子の継
続看護として、未熟児訪問連絡票、妊産婦連絡票の避難先と現住
所の保健センターへの送付などが重要と思われました。
福島県では原発事故を受けて県民健康管理調査が行われていま
す。その中のひとつとして妊産婦健康管理調査も1月から行われ
ています。妊産婦に安心して生活していただくための健康管理と
母子支援体制の整備を目的としています。また、県外への長期母
子避難者もたくさんおります。福島県の母親が安心して子育てを
し、子どもは健康に育たなければなりません。そのために、私た
ち助産師は、行政や関係機関と情報を共有し、力を合わせて支援
体制を構築していかなければならないと考えます。

次に災害マニュアルについての課題です。3階西病棟災害マニュ
アルは2008年に作成しました。
2009年には、3階西病棟が火元として避難訓練を行いました。こ
の時はスタッフが新生児を連れて避難することをメインで行いま
した。今回の震災では、病棟、新生児室、MFICUはマニュアル
どおりに行動ができました。今回はたまたま分娩開始の産婦はお
りませんでしたが、災害マニュアルの分娩時の記載は、「可能な
限りすみやかに分娩させる。分娩第一期の産婦は歩行可能であれ
ば歩行させ、スタッフが分娩セット、バースディメイト、手袋、
イソジン消毒持参にて避難。歩行不能の場合、担架使用」と記載
されていますが、もし、今回の震災時に分娩中の産婦がいたらこ
の記載でだれもが適切な行動がとれたかという疑問がでました。

そこで3階西病棟災害マニュアルを改訂することになりました。
現在分娩を中心に改訂中です。
また、今回の震災時に勤務していなかったスタッフからは、どの
ように行動したのか、夜勤帯だったらどうすればいいのだろうと
いう声もきかれました。今までは、病棟独自の訓練は行ったこと
がなかったのですが、今回の震災を機に、半年に1回、シミュレー
ションを行うことにしました。第1回のシミュレーションを行い
ました。シミュレーションの実際について、目的、実施概要は資
料をご覧ください。

ケース2です。このケースは、津波により命は助かったものの、
家が流され、所持品すべてを失ったケースです。この産婦は分娩
停止、帝王切開目的で当院へ搬送になりました。家族も妊婦の搬
送と一緒に福島市の避難所にやってきました。当病棟では避難患
者全員に、母子に必要な物品について不足しているものはないか
調査を行っていました。この産婦が全く何もないことは把握して
いたので、避難所にあるものはなるべく避難所から調達し、避難
所で調達できなかったものを病院で準備して渡すことになってお
りました。そのころ、避難所に、当院の小児科医師が巡回訪問を
行っており、この産婦の家族が育児用品が全くないことを相談し
たことで、小児科巡回チームから物資の支援を受けることができ
ました。帝王切開分娩でしたが、産褥5日目、県外の親戚宅へ退
院しました。退院先の市町村へも担当助産師が新生児用品の支援
などについて電話連絡をしております。妊産婦連絡票の送付はで
きませんでしたが、電話訪問を行い、順調に育児を行っていると
いうことでした。

ケース3です。このケースは、地震による家屋の倒壊のため、避
難所となっている公民館に、夫、1歳の長男、夫の兄弟と4人で
自主避難しておりました。その近隣のクリニックより胎児発育遅
延管理目的で紹介入院となった妊婦です。この妊婦は、入院当初
から1歳の長男のことが心配で毎日泣いている状態であり、1歳
の長男の面倒は夫がみていましたが、夫婦共に状況の変化に対処
できずにいる様子でした。その避難所担当の市町村の保健師も支
援が必要な家族であると認識しておりました。そのため、入院中
から担当助産師とコンタクトをとり、出産後の住まいや育児用品
など、母児および家族が安心して育児ができるように双方で準備
を整えていきました。また、夫が仕事ができるように長男の育児
ボランティアや保育所も検討しているとのことでした。
3月下旬に出産し母が先に退院。児は低出生体重児であったため
母より1週間ほど遅れて退院しました。
妊産婦連絡票を避難先の市町村と住所のある市町村へ、未熟児訪
問連絡票を住所のある保健福祉事務所へ送付しました。

これは、避難患者に記入していただいた、退院先や必要物品の調
査票です。日々、変わっていく患者個々の避難の状況を記載して
いきました。ケース2のように、家族が避難所で調達できたケー
スもあれば、避難所により、置いてある支援物資が異なっていて、
調達できないものもありました。また、親戚やアパートを借りて
避難している患者は、避難所からの調達がむずかしかったので、
当院での支援物資などから準備しました。また、支援物資にはな
く不足しているものは対策本部を通し購入し準備しました。避難
所では乳児の衣類が不足しているという情報がありましたので、
スタッフが持ち寄ったりもしました。
また、退院後の住居については、体育館のような避難所に退院す
ることのないように入院時から調査をしました。母子の受け入れ
先については、福島県の場合は児童家庭課で担当しており、2人
について相談しました。県外へ避難する場合の母子の受け入れの
連絡先等についても、スタッフが情報共有できるように準備して
おきました。また、避難所の家族の声を載せた新聞記事などを見
て、県内外から、「自分のうちで面倒みますので、よろしかった
ら来てください」などという電話が病棟に入ったり、混乱のさな
か対応にとまどった出来事もありました。

私たちが行った母子支援のまとめです。
入院中に必要な支援を行うためには、母子に関する情報と母子支
援のために必要な情報を把握していることが必要です。母子に関
する情報としては、特に、被災状況、退院後の住居、必要物品が
そろっているかなどの情報が重要でした。
支援のために必要な情報としては、避難所に関すること、母子の
受け入れに関すること、ライフラインの状況、放射線に関するこ
と、必要物品の調達に関することなどの情報が必要でした。これ
らの情報を、1日3回行われる対策会議などでできるだけ正確な
最新の情報を得るように努めました。そしてそれらの情報を看護
スタッフ、産科医師間で共有して母子の対応にあたりました。
また、必要なケースには各市町村や避難所の関係職種と助産師が
直接、または家族を通して連絡を取り合い対応しました。
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被災地の大学病院からの報告

シミュレーションを行った後、参加者全員で反省会を行いました。
検討事項がたくさん出されました。これは、分娩に関する検討事
項です。
各勤務場所が離れているための連絡方法については必ず夜勤帯は
ＰＨＳを携帯することや、番号の表示を忘れないこと、分娩はひ
とりで行う覚悟がいること、ベテランでも新人でも対応しなけれ
ばならないこと、分娩介助物品は、新生児の必要物品も合わせて、
持参できる範囲のもので、必要最低限の物品を準備しておくこと
が必要であること、電源喪失の場合など様々な想定でのシミュ
レーションが必要なことなどがあがりました。
その他、分娩だけでなく各勤務場所での具体的な行動についての
検討事項も明らかになりました。
今後もシミュレーションを行いながらマニュアルの改訂を重ね
て、作成しただけで安心することなく、実際に生かせるように訓
練していきたいと思います。

シミュレーションを行っているところです。分娩室から
産婦を避難させているところです。

新生児は母親にレスキューママを装着して抱っこされて
います。病棟のスタッフは避難袋を背負っています。

東日本大震災における対応
� 福島県立医科大学附属病院手術部　主任看護技師　貝沼　　純

2011年11月7日 第25回日本手術看護学会年次大会認定看護師交流会

3月11日午後2時46分宮城県牡鹿半島沖を震源とする東日本大震
災が発生しました。福島県は最大震度6強の揺れに襲われました。

地震発生時、定時手術が8件行われておりました。ほか
に手術終了し退室途中が2件ありました。

地震発生時の手術室の状況です。

地震発生後すぐに無影灯を術野からはずし、各手術室の
扉を開放し避難経路を確保しました。各部屋の異常の有
無を確認し、患者を避難させるためアンビューバック、
静脈麻酔薬などを各部屋に準備しました。強い余震が頻
発していたため、手術続行可能かどうか検討されました。
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東日本大震災における対応

薬品・器材を中央付近に集約させたところです。 その後、患者対応のため、日勤者全員が待機しました。

この日予定されていた定時手術は中止になり、損傷が少なかった
5部屋を震災による負傷者対応に準備しました。当院は通常、歩
行入室を行ってなく、手術台で患者の入退室の搬送を行っていま
した。地震による手術台支柱の損傷はありませんでしたが、余震
が強く、今後損傷して動かなくなってしまうことを想定し、手術
台を固定しました。薬品庫・器材庫への動線をなくすためサプラ
イホール中央に薬品・器械を集約させました。

その後夜間は手術も他部門への応援依頼もなく朝を迎え
ました。

しかし、手術を必要とする患者はきませんでした。日勤者は21時
まで待機し、当直者ほか日勤者4名を残し、22時に解散しました。

発災後翌日の昼ごろより、地震・津波による被災者の手
術が行われました。

病院会計窓口前に設置したベッドも使用することなく一
晩が過ぎていきました。

しかし、強い余震が続き、手術は中断できるところで終了し避難するよう指示がでました。全患者の退室が完了したのは発災
後約2時間でした。

全患者の退室後、各手術室担当の看護師をサプライホー
ル中央へ集合し、各部屋の状況を報告してもらいました。

天井から粉塵が落ちてきました

市内の状況については、情報がほとんど入らない中、市内数か所で火災発生や福島学院大学の校舎がつぶれたと情報があり、
多数の外傷患者が搬送されるだろうと予想しました。

当院の近くでは、がけ崩れで1名生き埋めになり死亡者
がでました。
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東日本大震災における対応

この時の対応で問題があり、受け入れ患者用の水・食料が確保
されていなかったこと、スクリーニングで除染が必要な患者は
いませんでしたが、放射線の知識不足から恐怖感がありました。

3号機の水素爆発後、自衛隊機のピストン輸送で順次患
者さんが搬送されてきました。

13日3号機のメルトダウン

受け入れの翌々日、学内の全体会議の伝達で、コードレッ
ドの可能性、ヨード剤が追加で配布、N95マスク配布、可
能な限り屋内退避の指示などがあり。

そのため、原発より半径20㎞圏内にある医療施設より患者を受け入れるため、手術室看護師は応援にでました。

避難指示地区の患者は当大学の看護学部実習室へ受け入
れました。

14日3号機の水素爆発とつづき、原発より半径30㎞圏内
に屋内退避指示がでました。

発災後上水道が止まっていましたが、3月22日上水道が
復旧し、4列で定時手術を再開しました。4月4日から
通常体制で定時手術再開になりました。

発災翌日から一日数件の手術を実施しましたが、断水のた
め使用後の器械洗浄ができなかったことやオートクレーブ
が使用できず、器械の滅菌に支障がありました。空調も停
止していたため、清浄度の確保が難しくなっていました。

使用した器械の処理は、蛋白凝固阻害剤を噴霧し、貯水
で汚れを落とし、消毒薬貯水に10分浸水、再度消毒薬貯
水に浸水、すすぎ2回、拭き取り、乾燥というステップ
で行い、テスターで消毒効果を確認後、ステラッド滅菌
しました。

手術室看護師は被災者の手術対応のほか、発災翌日に
起きた福島第一原子力発電所事故による放射線被ばく
の対応に追われることにもなりました。3月12日1号
機が水素爆発し半径20㎞地域に避難指示。

当院は県内ほか宮城県の患者搬送や宮城県方面へDMAT 
ヘリコプター基地となった
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東日本大震災における対応

発災直後、手術室ではスタッフに対する指示系統は4つ
になったが、指示内容に重複あっても対立した指示内容
ではなかったため、複数の指示系統による混乱は起きま
せんでした。スタッフそれぞれの立場で危機管理意識や
冷静な判断があり、患者避難や被災患者対応に向けた手
術室の整備は非常に円滑に行われたと感じます。

手術室看護師全体的な問題として、広域災害にどう対応できるか大きな課題の一つです。NBC災害に弱いこと、情報がうま
く伝わらない、訓練が行動に結びつかない、手術室看護師をどの部門へ応援に出すべきか、病棟サポート時の看護技術不足や
電子カルテのシステムの違いによること、患者を移送する際、電子カルテがダウンした場合の患者情報をどうするかなどがあ
がりました。

困ったこと、つらかったこととしていろいろありましたが、行方不明者、死亡者リストに幼い子供の名前、年齢があったこと、
避難指示地域から受け入れた患者との話、津波に巻き込まれて手をつかもうと手を伸ばしたけど届かず流されていったしまっ
たこととか、放射線被ばくで恐怖感、失望感、水がない、物がない、物流や交通が遮断したことなどがありました。

認定看護師としてどうだったかですが、自分自身では認
定ゆえの行動だったかしばらく懐疑的でした。しかし、
自らとった行動は認定看護師教育の中で、手術室ゆえに
調整力を養うカリキュラム、普段の管理的業務の経験、
リーダーシップかメンバーシップをとるかの違いが出た
ことによると考えました。

被ばく患者受け入れのシミュレーションも実施しました。

コードレッドの話があったこの日は、14日に避難指示地
区から受け入れた患者は、当院での治療継続は困難だっ
たため、県内の会津地方や他県の施設へ転送するための
対応をしました。全国の消防本部と自衛隊から多数の救
急車が集合しました。また、他県の防災ヘリ、観光バス
なども使われました。

その後、原発作業員2名が被ばくし、除染・治療のため
搬送されてきました。

バスで移送された患者は、2～3時間深夜までかかって
転院先へ到着したようです。

手術室では、今後も被ばくした手術適応患者が搬送され
ることが予測されたため、12室ある手術室のうち1室を
被ばく患者用の手術室に養生し設定しました。このとき
は、長崎大学病院の協力を得て行いました。
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東日本大震災における対応

うれしかったこととしては、平時は気の合わない者同士でも、文
句ひとつ言わず協力し合って支えあっているという実感があった
こと、家族が無事だったこと、メールや掲示板を通し応援メッセー
ジがあったこと、女子医の透析分野にいた人から自分が対応した
原発の避難患者を受け入れて無事だという連絡、水が出たこと、
ガソリン満タンにできたことがあります。

福島県は地震・津波・放射線被ばく・風評被害の影響により今も苦しむところですが、今後もがんばっていきますので、これ
からも東北・福島県への応援をよろしくお願いします！

震災と原発事故を体験して…
� 公立大学法人福島県立医科大学附属病院 集中治療室 主任看護技師　三瓶　智美

2012年2月27日 日本集中治療医学学会
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震災と原発事故を体験して…

18時25分　20km圏内避難指示
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震災と原発事故を体験して… 2012年1月25日 全国国公立大学病院集中治療部協議会、 看護師長会議

東日本大震災の経験と防災対策について
� 公立大学法人福島県立医科大学附属病院　集中治療部　看護師長　高橋　美幸
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東日本大震災の経験と防災対策について

被ばく患者受け入れシミュレーション 被ばく患者受け入れシミュレーション


